
“
“

二
十

日
‥‐．
■
月

一一　
＝

叩
嘲

昭
化

．
一
十

四
年
二
月
十

″
＝

警

行

弟

一
「
巻

（
蝸
春
　
弟

七

磯
　
毎
月

．
Ｈ

■

Ａ
Ｂ

職
行

APRc MAY。 1949
VOL.2 NO。 7

予:
ノ

/

(｀だ バ// 7′ )//ノ //″

it'11: lⅢ   l'

髯
:軍五墨  難11

著作権法に基づき提供された複写物です。著作権者等の許諾がなければ、掲載。西己信等ができない場合があります。 国立国会図書館 2014年 9月 9日



りである0

籠
　
及
　

メ
　
。

フ
　

用

脚 崚  巾

83」け
38″

“

″

38″
lo″
襲 ″

"″52″

“

タ

60″

“

″
66″
70″
76″
90″
●5″

110″

.85″
92″

シヨンヘル里

一 :J‐千

片、市四■
‐

"

片、日町 1‐静

片六T静

片、市四丁 ri

片灯  「F

爾四丁′F

拍式

一Tli

二嗅臓

53″

40″

"υ
.βい 1.23牛シリンダーH

前表中の‖及びス.07用縦臓
.● 0型はラィト、

A型は■でァム、特A型は・、ビータイプである0

術各型式にづいて遺べると次の梓
・である。  ・

多く従つて・た踊ヒに製造されている。慨快さと堅牢

さとを黛ね需えた もので代表的製品である。_4HC

片四 F才 Fb隅四
「
抒装置附は籠美して篠らない。

ltの回盤型t根装置は経快磁賀で。ガラ紡か帯濤i
級サロンやデープルタロス等に至る各種の柄機に

好適な搬餞である:▲ 型 もじ型同様渭機式えは皮

様式の途出しが捜置されているo ヽ

｀  片 悧 四贅 ff綸 職猥

特 A型は鞭巾m計以上の度巾載機で綿,ス・フの
外毛の出繊にも適し鵬造は彊剛そのもので鷹倒さ′

れる程の量感を受ける超場級製品である。此の刊

の片叉は雨椰換装置附のものは、高級汎用織般と

して今後の貿易事情を臓想する時晰楽殿も着目さ

れ需要多きを理想される機団である。之 もヽ又制勁

式と機械本何れかの経糸途 り出張睛 される。 ・

・
…

としてはシヨンヘ几型ヵ=あ
る0シ

ヨンヘ几型のモ鞭懺としての質には周知の事でし

緊率で確賞な軍勘.操作の容易便利さは此の種の   ,
機種中の■者であろうo自下績や生壼されていら

｀

其めlL■に示した保な各組の機機も襲地されて

いるが日かぃ事出略したいo

l ド・ピ,機は現在流れ作盤で・Atに生醸されたい

―

―

, Ｊ
Ｊ

ル‐

。此のうち四T抒でドィーを装置し

名L■■ン繊機と呼ばれる猟サロン

|■0魯織らに最適な機種で此の種
と●たら19″34は経糸の建り出
と
―

い 1出現

。■     r  ・  :    ■   る。  ′

ダ・フ燿鶴撃ロロで現在需要壼
=性
も  
°
以上嗜

片 悧 四 贅 ff綿 職 猥

n3日 田 義 抒 織 目

高能率を主目的にに設計され

く コ >
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菫の Fll減に■きをおきb薇細な調師 も容易くでき
るよう思いきつた機構を構成.運動の的確を期し
,ど。

7原 勁 部

億軍は.標準としてた―ズ。フ‐,゛―ストの12叶

と14■・のプウリーb‐tを探つたヵ
=、
■i鶴竃椰 (イ ン

デ イヴィジヤ′lモータ‐式)の嬰合にはぃ経糸烏
理上の鯉■:も イえ獨自の機 ]■ プラケット鮮導式を

提fjt. Vぺ 'こ
卜を忙つた ことも｀ドカ=厳打

であつ

た。別にべ■卜の子″置を移動 させないてぃいクラ

ツチ
‐
rtプウリーも株‖l.・ く・ 卜の生命flゴむに貿意

した事なども特徴である。

8フ レ ー ム

Rヽが トロ織機の性fitと それを超tしたものと
のユぃヵ

=策
だつてあら4Jれる例力

=こ
とにい る。縦

`11さんは口によつて術 f″がかな り違 うのでぃ常″ド

縦識 も各その調によつて縦前の高さや.操作 ′ヽン

ド■.フ し―ノ、の高さなどが Hつて くる。し力oし

!Iり題は.常‖十の1=力 =Jの
しべ 'Lがまだ多分に親倣

の城に 一例えば. メカ‐ズノ.を 全く無砒して町こ
純にフレームの高さを調整してぃた  停滞して
いた獣であつた。

した力
=つ
て。私力=言面の指標としたのは.こ う

した籠倣からNSを 一ル脱却 させることさいいか
えれば.織機の構造を傷けることなく。さらに絆
合的な構成b均街、 スタイえたも完全に融 合.調
和を保つ ようにして.フ レームをわ力:画の縦

‐
4i労

働.行にr・lし .最適の「鵬係におくことであつた力=.
争一つの指標はじ以上に請明されてきた Nド の企

間の全部がこ博なく費揮さォLる よう、フレームの

張報度を確保することであつた ,コ (言LDなお使用者

を眠の疲労から守るためな装に責級『 1を使
つた力

=

これ も｀ド以前にはみられなかつた貼の 。つだつ

妥
=)
身遇の1"■に追われて勿々のllllに書ぃたため .

表面的な解孟に経 り。ことに各部運動の部分的論

明にJ‐ 士つてそれらの

“

l互規定の開係や仕能 と至

大の用係をもつ]l作や鮨性のことにほとんど』曝れ

ること力=Oきす.士 ことに意に漁たないものとを
つたが、筆者は利に機をえて織職に用してょり詳

細な籠系的なものを書いてみたいとも思つてぃる

ので。これはこれとして、最後に結合的に私がマ

ータした獣を簡職にグリ器して この構を経ろ0

(1)タ ランタダイヤグラム上のタイミング選出
榮るだけ餘役 とり、一部の■書によつて開踵部

分のタイミングにも影響することなくらきた同時

にメ1組還椰にも支障のないよう特に考慮した こと

(2)全服の構成、スタイルに留意しっメカニズ
′、とよき調mを うるよう努めたこと

(3)一片の部品に対して もあくまで以上の企日

を貫価さJたこと。このためにはっ材料ら勢力の

合理的使用に意を用jい、軍に組裁のみを開塗十ろ

ような画鷹低い切り切捨てて爾側主義を生かし .

モー′ιデイングマシンなどを活用.菫貼部分へ材

料 とリブJを 十_二分にrF入した。 (昭和244。 1)一

筆者は北陸機械■1■株rt會 けい 長

あ と が き
日本は 準型だからNS(ニ ツ■Pン スタンダード)と

い うのかとよく御凧れになる方があるが、つけたときは

ほめてVFtに新らしい標準型 (ニ ユーメタンダード)だ

からとい う雷りであつたo世におくつてもうかれこれ20

gr_.既に新らしいとい う鷹味を発 く失つた頃 lまからずも

日本の標準■1に選七
・
さ1■、まことに妙を得たわけであ■

もつとも最初から世界水中C7J理想的 日本Iを ねらつてい

たことには間違いないのだから日小標準型だからN卜 と

つけたといつても決して下自然
・〔も偶鶴でもないかも知

オ1ないo

Lか しNドはあくまで今日までのもので明日のもので

ないかも知れないo4=ホ製■薇から餞興Nドを生んだよ

うに、今日ONSか ら91日 のNSを も宅成したいと只管´

念願していること■・錠足ながら

"田
させて頂 くo

鈴木式織機について

鈴木式織機株式會祗

」
竜

く
"ト



豊和工彙つ紡繊機に撃て

豊 和 工 彙 嫌 戴 會 壮

企■部長

^    
｀
 研轟 長

村 正

田 庄

書曖菫投椰議も一日購ロエ場に精定されこれが験外中

`■やら籠彙辟可中腑年の手報きに忙積される一方構口■

・ 興遭にE「 二
"栞
う見通しを樹て、■ |にそ

の生産準

●を有ti最羽に■縣欄0■作ll着手L南綱 の末に宅

t由を見た。それから約 1年を襲τゴ1苗慢製遭の見通し

もつき饉Jヽながら注文も泰始めたので昭和

“

和露月にい

=Lコら飾饉を製作したわけである。す
い雷蔵では警・

製

13[‡ t軍:LttLl薫 L[::軍 軍 ぷ
泰〔義t“にも飾僣曇あ注文覆■L籠日Ц田

“

h000台、

『

驚 貫露 群

=露

l窯 菫 J

こ∴長 の性能 _Lよ り見 るときは、輸職性奮壮ポ製

選日舶せう綺崚猥は眠 前 と略 ■日確のもあである。即

ち職籠多年に買ケ製作を練けていたものを見に角そη償

興遺を再開したに過ぎなかつたoこれが興造技術!t職雫

′ 中に■得せる費留と優
"な
ら腱燿を雇用し得て、暇前の

水準を重かに費
=L得
るものがあることは首をまたない

備ろに継寝後籠に4年、雪壮0接脩七障も精く曖前にな

して力
=し
、ス製置臓日も一日菫ロセ藉夕、加 5ろ に海

外における綺鑽猥興遣彙界の精息等も

“

え躍く事 t・得て

奪駆翼謹緊駐
=葉=露
項軍冒

これが解■を■1請責の参考に,した
いと思 6次第であ

11=轟
にらぃ髄 入れ甜 L諄創刷 泰揃

― ―
に―tしその頭IE率 は賦.冒共に

層界の最高水準をゆき■方面,嘔大なる好澤をか

ち得てぃた次第であるがぅ徒らに
・HE職授の高速

通韓に債ら多職生壼彙
饉に依存すること力

=。
むじ

ろ時薇に反する僣な現下の餞鞠葉界の議勢
lt即感

｀
して,よ り以上高性能を壼揮し得る機械に韓換

せ

んとし、此嵐に自働僣戯の大競生離開始とぃ
′ン

シヤットル・ルームの研究試作に着手したわけで

ある。

自
―
は ′ンストツプシヤフトルチ

エンデ式

であ り。その根本方式としては別段日新らし
いも

のでは無いが細部の構性に関してはら甘1常の
工夫

情慧を凝らし,ilその使 lII材料に就て蹴特に
944

をJmえ、耐噺耗性を考慮し.・永久使用
にけえるよ

う設計した。その特徴の二三を畢げると

(1)シ ヤツ ト・ の餞投率を最イ根 たらしめ る鶯

に特に考薗を佛つたo即ち,チ千ンジの際シ

,ャ ットルに興える薇単を少くする鶴に。古會
` 
シャツトルは縫封に池の部分に軍突すること

なしにチエンジがた了する機な構造い つて

(2「尋liミ スチエンジを生した■―
に後

根のシ守 ツトルを才rHlさない。員安全装置力=

作月jしてシヤツ ト′卜に無理な露力が加わらな

い際にしてあるo

(3)チェンジの蝸合.シ ヤツトルチツプは一ユ

ビツカ…から引き出さオして
'・

らチエンジする

彗にビツカーの損傷が少い●昆シ
ヤツトルは

常に策面に対して平行度を結持し
つつ
す■
ン

ージする様な構造なる鴛チエンジが正確である

(4ゞ ラ4-ラーザ熱管に接着する鷹夕は最イ)
限度ならしめち様,特即の考慮をn‐tいう

鶴絆糸

“
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二

¨ I=L=』 翌 警 撃のことと思い■す●現在日,事に於ける ド
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「

としてDことと胆い■丁0現仕口,↑ |ソビ7ハワ「"`一 ― ～‐………=:二

=垂

署錘塾圭壼壺堅霊望史空算トラベう■の.ド ニツパー警あると
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負してい,す。最筆9導金 |
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台贄が増加し昭和10年頃には層巾調時の薇本式管

林自E織機ltおいて最椰田台を員経するようにな
つた。最 も準嬌]1程 も次第に進歩した事は勿論で

ある。               ・

以.Jlの 如!く 涙質t慶 ::1の封蒙としてJ輛限を褻
ふ事にし研究賓監の歯果其目的を■するのみなら

十鷲 事力
=得
ヤ上早し、総に外目 ょりはノンピング

な りとし英呵 よりは硯寮口ヵ=ネ
るような事 になつ

たの である。

■ 生産台数及び海外輸出状況
上記の状態なりし■、職前の生産台政は賞にお

,lm榛台、積後 2,C∞ 餘台ぅその納入先は次の通
りである。

阪本式営督自饉織機生岸台驚

納 入国

日    本

中 華 民  囲
印     度

l打     米
欧      ・H
蘭 領 自』 t
中     米

コンゴー (白 )

番     港

合     =「

職 前
45,139暉→

´ 5,鋤台
a"7台
`1酪

91fヤ

鴫

31台

5,1(}l台

ヨι 雀:_

1,任Ч台

―   
・

似 台

110台

記台

二〇4台

ムαX台

以 上の如く世界各国に納入せ )。

Ⅷ 着黎 の 自働織 機

なお符来に虚し管替え機鱗の1,生研究する事は

勿茸せあるヵ=第
二1の順序として細糸用任替え11働

織機の研究を昭轍110年頃より始め.共の隻商工省 i

より癸動金を鐸受し14年には米画の特許をfElb年

に目膊台賞地轟韓の結果商工省より完成の認可を

得樺職迄はその士士と:夕てあつた。その盪又研究

を報機し目下殆ど宅成の城に建 した ,近き将来に
おいてIL脅 に,::嬰さす考えである。

二の野棒自直維機は■備の lfを B挺 1口 ち14挺の
lfを使用し得、え製般に際してはFFは脚 式の如

く l挺宛ボツ′イ…より罰綸しこの働 きは優妙にし
て二重PF箱を用lい絆糸力

=無
くなれrff箱は_上昇し

ギツバ"の任を街え込み下のけ箱はさ好を打ち込
士しめ下降する際 これを排出し上の仔箱にある勝

は■■の通 り墨織の3に働 くのである。燿韓敷に

しても普m縮慢 とは菱らJlのである●lL積餞を利

Ⅷ む す び
1潔夜業腱 lLの封策 として自爾機晨セ度用する事
を逃くた。

2自動織機は管件式が■いという事を譲明したし
3餃本式自働細撻は外日の摩散でなく日本獨特の
織機であるIFを越べた。  F
4格来の自饉縮腱についセ違4.0

:業 界 ■ ‐リ

用で崚ヽして得た麟■を二月申`

それによると組離織儡H饉掟
轄御日の三種にちti:そ希縞

れも韓
=口
轟で

'

く 31>



―
…

椰 最も適しているとして も其

の,式をして如何なるものを参考にすべきかは次

に起つた問■であつたのである。戴において世界

各口にて製作せる管弊式の主なるものの機構につ

きて資臓に研究 したのである●ルーチー甲は捜椰

が
―
員つ勲 8ホ ツパー及び フイ‐ リング

モーションの働情が F足しているので運動不確責

であ り出の胞■― トマン等色 そ扶議力=あ
つた。や

は わノースロツプ型は1この餞獣のウない事を喘め

これを参考としてわが口情に適するよう各部に改

良を加えたのである。何故 lC′ ―ス ロツプ却が た

いかといえばビツキング及び レツ トオツフに餞郷

はあるがネツパー及びフイー リングモーション.‐

アツタツチィントは世界の各自働繊機に比し最 も

■1越しているのである●各自観縦機の生命はホツ

パー及びフイごリングモーシヨン.アツタツチメ

トにあつて。この運動041確責は搬 び木管を破

損し従つてビツカール J附爛品をlll傷せしめなお  ｀

織物には薄段を作 り能奪が畢らぬのである。此式

の車ツパーは管替通識林れば横機的にホツパーを

担縛せじめ次の算糸管を完全に管替せららる位置 _

に前以て替lLせしむろを以て ミスする最いなくn
つ饉かな糸の目つた算糸瞥でも完全に入れ替えが

出来て非常に安全である0几 ―チー■ll及び‐ヽンリ

ーペヤー型の `ト ツパ‐は悼糸管をホツパーに入れ

1本の管が件えられた時そこに1用際を生する露ホ

ツパーの磁斜の道と共の Lに柔せられたT鋼の作
・・ 用によつて順次絆糸甘を排出せしなる様にしてあ

るので償かの陵糸のあるな管を入れた時は手行を

失する露ホツパーの携に債たわつて排出1せまl憂い

「 がある。■フイ… リングモーシヨンにしてもノー
・
スロツプ型にはウエフト.フ イー

'一
以外にミス

スレツ Fデパイスカ
=あ
つて絆糸切断して も締機の

`通 醍 件JLせ Lめ十直ちに次の陣糸殴 供給する
構壼とた″にぉ り二1回迄偉糸が■untJに切断して

も直ちに林糸管をクセ給L散機の電樽が沖止しなぃ

併しそれ以上絆糸ポ切断すれば縮機の運韓か静 :L

するのである.■シヤツトルアイーラーという機
構があづで抒が打ち興●Pcし半は存箱に完全に入

: ら員時は綽素管嚇 Lせナ織戯の違轄お停lLするの

に使つて筆幸は ノー■ロツプ,を 3考として これ

を日本において使用しやすいように改親を加えた

のであるo

E ねが日における機機の自饉化

従業わ力
=¬
で饉‖lせる織機のり式は種 々あれど

も量中プラッ ト型が■も多か りし鶴に比繊戯を主

寵 として自働化するJ3■ も日蒙饉済上有利 と考え

この下打甲を政 りこれに阪本薇特の腱構を取 りf・l

け歳は改良し現在のよ本式自働織機が lll来たので

ある。その取 り付けた装置えは改rtしたる機構等

は次のようなものである.

1特許改良総 り出し装置
2篇台に角度を無 くした事       び

3サ ィドしパーを「 ウエートレツス」にした事

4ス テツキに特許タロスキヤノンを取り付けた

事

5ビッヵ―晰 現根付の物を用いた事

6雄返しば時詐積機的装置に改良した事
7特許 スバイグースプ リングをHIぃた事
8撻き取 り喪置に特許 スタツプキヤツチを用い
た事

以上の如1く 改良して これに ′―スロツプ型眸糸

翻 lu6装置をJFtり 付け簡 フィー リングモーシヨンに

は中 の特許 フイーラー及びスリースレツ ド

デヴアイスを取 り付け製作に,いては部分品は皆
互換,1泰得る鶴特の生産掟衛を以て☆最生性 な

し之れを充分賞験の上完成したのである。

上 巨本式瞥臓繊費とノースロツプ型
自働繊機との自棒の豊重

以上の雄違は左の通 りである。
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